
パソコンを使って宅録を始めてみたいと思った時、

曲作りの中心となるDAWソフトとサウンドの出入り

口となる外付けハードウェア「オーディオ・インタ

ーフェイス」が必要になります。今回、それら音楽

制作に欠かせないツールが一発で手に入るパッケー

ジとして、DAWソフト「ABILITY Pro」、または

「ABILITY」にZOOM社のオーディオ・インターフ

ェイス「UAC-2」を組み合わせたセットが登場しま

した。（文：平沢栄司）

「ABILITY」シリーズを導入すれば、パソコンに

内蔵されるオーディオ機能を使用して音楽制作を始

めることは可能です。しかし、ABILITYの高品質な

サウンドやソフトシンセをフルに活用することは難

しく、ギターやボーカルを録音する際は楽器やマイ

クの接続で苦労するでしょう。やはり本格的な宅録

環境には、オーディオの出入り口である「オーディ

オ・インターフェイス」は不可欠です。でも、これ

から宅録に挑戦したいという人は選択肢が多すぎて、

どれを選べば良いのか迷ってしまうと思います。そ

こで登場したのが、宅録のスターターパックとも言

うべき「ABILITY Pro First Studio Set」と

「ABILITY First Studio Set」です。ABILITYシリ

ーズとオーディオ・インターフェイスを組み合わせ

たセットなので、すぐに本格的な宅録が楽しめる環

境が整います。

この「First Studio Set」には、オーディオ・イ

ンターフェイスとしてZOOM社の「UAC-2」が付属

します（写真1）。パソコンとはUSBケーブル1本で

接続することができ、電源もUSB経由でパソコンか

ら供給されるので、機材のセットアップが簡単なの

も宅録ユースで重宝しますね。スペックも充実して

いて、最高で24bit／192kHzの録音／再生ができ、

高速なUSB3.0に対応しているため、レイテンシー

（発音の遅れ）を非常に小さく設定できるのが特徴で

す。この低レイテンシーは、ソフトシンセの演奏や

ABILITYの内蔵エフェクトを使用した「かけ録り」

のモニターで威力を発揮します。

コンパクトなボディーには2ch分の入出力端子があ

り、入力にはマイクプリとファンタム電源が用意され

ているため、ダイナミック・マイクに加えてコンデン

サー・マイクも使用可能です。また、楽器を接続する

場合は、ライン入力とギターやベースなどのハイ・イ

ンピーダンスの楽器が直結できるHi-Z入力が切り換え

られるので、マイクとギター、ギターとベース、マイ

クorギターを2本など、宅録でよくあるレコーディン

グのシチュエーションに対応できます。

そして、演奏のモニターで利用できるDSP（エフ

ェクター）を内蔵している点にも注目。例えば、ボ

ーカルをレコーディングする場面では、ABILITYの

トラックには生の歌声を録音しつつも、モニターの

歌声にはリバーブをかけて気持ち良く歌うといった

ことが可能です。その他、内蔵のMIDIインターフェ

イスを利用すれば、USB端子を持たないMIDI楽器を

ABILITYのMIDIトラックで演奏したり、デジタルピ

アノなどをMIDIキーボードとして打ち込みで利用す

ることもできます。

このページで紹介してきた「ABILITY」は、ソフ

トシンセを使った打ち込みによる伴奏トラックの作

成、オーディオのレコーディングと編集、プラグイ

ン・エフェクトを駆使したミックスまで、音楽制作

のすべてを網羅したDAWソフトです（画面1）。

特筆すべきは、国産ソフトならではの手厚いサポー

トをはじめ、作曲を支援するアレンジ機能や各種フレ

ーズ素材の数々、打ち込み支援機能などなど、DTM

に不慣れな初心者はもちろん、腕に覚えのある人も効

率良く曲作りが進められる機能の数々でしょう。

そんな支援機能を利用したABILITYの曲作りの進

め方はこんな感じです。まず、コード・トラックへ

曲の骨組みとなるコード進行を入力するか、付属の

コード進行データを貼って作成。続いて、フレーズ

素材からドラムループや各パートのフレーズを貼っ

たり、5パートの伴奏を作成するアレンジ機能を利用

してコード進行に合わせた伴奏トラックを完成させ

ます。このように、すべてをゼロから打ち込まなく

ても、思い浮かべた曲のイメージを具体的な音へと

スムーズに仕上げていくことが可能なのです。

そして、伴奏をバックにギターやボーカルを録音

した後にトラックを編集してベストテイクを作成し、

内蔵のエフェクターを駆使して音作りをしながらミ

キシングすれば1曲の完成となります。

その他のABILITYならではの機能も紹介しましょ

う。まず、ピッチ補正機能「ボーカル・エディタ」

には、ボーカルのピッチやタイミングを修正するだ

けでなく、最大で3声のハモリを自動的に作成してく

れる「AUTOハーモニー機能」が用意されています。

ボーカルさえ録ってあれば、あとから簡単な操作で

ハモリのトラックを追加することができるのです。

また、VOCALOIDとの連携機能を使えば、ボカ

ロ・パートの入力と再生を行なうソフトウェアの

「VOCALOID Editor」とABILITYを同期演奏させて、

歌声をABILITYのミキサーに立ち上げて伴奏とミッ

クスできます。つまり、本来はバラバラに行なうボ

カロの打ち込みと伴奏の作成を同時進行で行なうこ

とが可能です。

ABILITY Pro／ABILITYとUAC-2をセットにした

「First Studio Set」は、INTERNET社のオンライ

ンショップ（画面2）、並びにAmazonでの限定販売

です。「First Studio Set」のホームページではさら

に詳しい情報も入手可能です。

その13 曲作りに必要なものが揃う「First Studio Set」が新登場！

高音質な録音やモニターに欠かせない
オーディオ・インターフェイス

写真1 24bit／192kHzの録音・再生が可能な2in／2outのオ
ーディオ・インターフェイス。マイクやギター、シンセなどを接
続して録音したり、高音質＆低レイテンシーの再生が可能

INTERNET Vol.121

ABILITYの各種機能や操作方法を紹介した動画を以下のサイトにて公開中！　http://www.ssw.co.jp/products/ability/movie/

付属するZOOM社オーディオ・
インターフェイス「UAC-2」とは？

画面1 作曲を支援する様々な機能を備えた国産DAWソフト
「ABILITY Pro」。付属の音源やエフェクト、フレーズ素材など
が充実し、これだけで十分な音楽制作が楽しめる

画面2 「First Studio Set」の購入はFirst Studio Setのホー
ムページで確認しよう。http://www.ssw.co.jp/ability_fss/

曲作りをサポートする機能満載の
DAWソフト「ABILITY」シリーズ

「First Studio Set」を手に入れるには？
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